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令
和
二
年
六
月
十
四
日
（
日
） 

第
六
十
六
回 

神
道
史
学
会
大
会 

 

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科 

神
道
学
・
宗
教
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程 

大
貫
大
樹 

竹
内
式
部
の
天
皇
観
―
桃
園
天
皇
へ
の
『
日
本
書
紀
』
御
進
講
の
「
目
的
」
― 

 

は
じ
め
に 

垂
加
神
道
家
竹
内
式
部
（
正
徳
二
〈
一
七
一
二
〉
年
～
明
和
四
〈
一
七
六
七
〉
年
）
を
思
想
的
背
景
に
し
て
起
き
た
宝

暦
事
件
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
如
く
で
あ
る
一

。
そ
の
経
過
に
つ
い

て
は
星
野
恒
『
竹
内
式
部
君
事
蹟
考
』
（
冨
山
房
、
明
治
三
十
二
年
）
と
、
徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史 

宝
暦
明
和

篇
』
（
民
友
社
、
大
正
十
五
年
）
に
よ
っ
て
大
凡
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
戦
後
は
朝
幕
関
係

史
の
方
面
か
ら
、
宝
暦
期
の
公
家
社
会
や
制
度
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
、
戦
前
の
研
究
に
は
乏
し
か
っ
た
社
会
的
背

景
も
補
わ
れ
て
き
た
二

。 

●
宝
暦
事
件
と
は
明
治
以
来
の
重
厚
な
る
研
究
史
を
持
つ
も
の
の
、
未
だ
問
題
の
根
幹
に
掛
か
る
点
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
式
部
門
弟
が
御
進
講
を
行
う
「
目
的
」
で
あ
る
。
仮
に
彼
ら
が
何
ら
か
の
「
目
的
」
意
識
を
抱
き
な
が
ら
、
御

進
講
を
行
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
桃
園
天
皇
へ
御
伝
え
せ
ん
と
試
み
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

〇
藤
田
覚
「
宝
暦
事
件
と
仏
教
忌
避
―
徳
大
寺
公
城
の
事
例
―
」
（
『
日
本
歴
史
』
八
五
八
、
令
和
元
年
）
…
「
処
分
、

弾
圧
さ
れ
た
側
か
ら
宝
暦
事
件
を
新
た
に
捕
ら
え
直
す
」
（
四
三
頁
）
事
を
主
眼
と
し
て
、
「仏
教
忌
避
」に
注
視
し
な
が

ら
宝
暦
事
件
の
実
態
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
深
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
処
分
、
弾
圧
さ
れ
た
側
」の
視
点
を
補
う
な
ら

ば
、
よ
り
垂
加
神
道
独
自
の
神
学
や
、
竹
内
式
部
の
思
想
を
踏
ま
え
、
式
部
門
弟
の
言
行
を
検
討
す
る
事
が
必
須
の
作
業
と
考

え
る
。 

◎
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
徳
大
寺
家
本
」
に
蔵
せ
ら
れ
た
『
進
講
筆
記
』
を
検
討
す
る
事
で
、
竹
内
式
部
の
天
皇
観
と

御
進
講
を
行
う
「
目
的
」
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
検
討
は
宝
暦
事
件
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
的
作
業
と
な
る

事
は
も
と
よ
り
、
式
部
が
『
日
本
書
紀
』
か
ら
説
い
た
特
徴
あ
る
神
学
を
も
確
認
に
す
る
事
で
彼
の
思
想
史
的
研
究
三

の

補
充
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
、
『
進
講
筆
記
』
と
『
神
代
巻
講
義
筆
記
』 

○
『
進
講
筆
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
徳
大
寺
家
本
」
蔵
〈
四
〇
―
〇
一
八
―
〇
一
～
三
〉）
は
三
冊
か
ら
な
る
大

部
な
書
で
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
全
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
進
講
筆
記 

稿
一 
宝
暦
七
九

二
始
功
」（
四
四
丁
）、「
上 

進
講
義
筆
記 

稿
二
」（
七
〇
丁
）、「
上 

進
講
義
筆
記 

稿
三
」（
九
六
丁
。
以
下
、
稿
一
、

稿
二
、
稿
三
と
略
記
す
）
と
あ
る
。
稿
一
に
記
さ
れ
た
如
く
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
九
月
二
日
に
起
筆
さ
れ
た
。
最

終
的
に
出
来
上
が
っ
た
の
は
、
稿
三
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、（
句
点
発
表
者
。
以
下
同
じ
） 

竊
聞
。
我
国
之
道
與
皇
統
倶
存
焉不

極 
                                        

          

 

一 

三
上
参
次
『
尊
皇
論
発
達
史
』
（
冨
山
房
、
昭
和
十
六
年
）
、
維
新
史
料
編
纂
会
編
『
維
新
史
』
一
（
文
部
省
、
昭
和

十
四
年
）
、
深
谷
克
己
「
近
世
の
将
軍
と
天
皇
」
（
『
近
世
の
国
家
・
社
会
と
天
皇
』
校
倉
書
房
、
平
成
三
年
所
収
、
初

出
は
『
講
座
日
本
歴
史
６
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
年
）
、
辻
達
也
「
幕
藩
体
制
の
変
質
と
朝
幕
関
係
」
（
同
氏

編
『
日
本
の
近
世 

第
二
巻
天
皇
と
将
軍
』
中
央
公
論
社
、
平
成
三
年
所
収
）
等
参
照
。 

二 

久
保
貴
子
「
上
皇
・
天
皇
の
早
世
と
朝
廷
運
営
」
（
『
近
世
の
朝
廷
運
営
―
朝
幕
関
係
の
展
開
―
』
岩
田
書
院
、
平
成

十
年
所
収
）
、
高
埜
利
彦
「
後
期
幕
藩
制
と
天
皇
」
（
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
六
年
所
収
。

初
出
は
、
永
原
慶
二
編
『
講
座 

前
近
代
の
天
皇
２ 

天
皇
権
力
の
構
造
と
展
開 

そ
の
２
』
青
木
書
店
、
平
成
五
年
）
、

林
大
樹
「
近
世
公
家
社
会
に
お
け
る
〈
御
児
〉
に
つ
い
て
」
（
『
人
文
』
一
六
、
平
成
二
十
九
年
）
等
参
照
。 

三 

竹
内
式
部
に
つ
い
て
は
、
小
林
健
三
『
垂
加
神
道
の
研
究
』
（
至
文
堂
、
昭
和
十
五
年
）
、
近
藤
啓
吾
「
宝
暦
の
変
」

（
『
続
々
山
崎
闇
齋
の
研
究
』
神
道
史
学
会
、
平
成
七
年
所
収
）
、
松
本
丘
「
竹
内
式
部
の
『
日
本
書
紀
第
一
講
義
』
」

（
『
垂
加
神
道
の
人
々
と
日
本
書
紀
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
年
所
収
）
、
拙
稿
「
竹
内
式
部
『
奉
公
心
得
書
』
の
成
立
と

受
容
に
つ
い
て
―
附
・
『
事
君
弁
』
翻
刻
―
」
（
『
藝
林
』
六
七
―
二
、
平
成
三
十
年
）
、
「
竹
内
式
部
『
靖
献
遺
言
講

義
』
巻
之
三
〈
陶
淵
明
〉
に
つ
い
て
―
「
祖
国
一
体
」
か
ら
「
君
臣
合
体
」
へ
―
」
（
『
藝
林
』
六
八
―
二
、
令
和
元
年
）
、

「
崎
門
学
派
に
於
け
る
実
と
真
―
竹
内
式
部
の
「
義
絶
」
を
通
じ
て
―
」
（
『
神
道
史
研
究
』
六
七
―
二
、
令
和
元
年
）

等
を
参
照
。 
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天
地
而
不
夫
堕
也
矣
。
然
思
則
得
之
。 

不
思
則
不
得
之
。
所
謂
百
姓
日
用
而 

不
知
者
是
。
以
中
間
上
下
数
百
年
隠
于 

異
端
而
不
明
。
然
猶
欲
知
之
。
乃
有
在
于
方 

冊
予
此

給
也
思
而
得
之
則
知
皇
統
之
有
所
向
而
。 

宝
暦
八
年
四
月 

終
草
稿
之
功
了 

宝
暦
八
年
四
月
。
こ
れ
が
草
稿
な
れ
ば
、
清
書
し
た
も
の
が
あ
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。 

…
『
神
代
巻
講
義
筆
記
』（
同
前
所
蔵
〈
四
〇
―
四
四
〉
以
下
、『
筆
記
』
と
略
記
す
）
三
六
丁
一
冊
本
。
同
書
は
稿
一
の

途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
事
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
清
書
未
完
の
写
本
。 

・
稿
一
「
開
巻
大
意
」
冒
頭 

臣
公
城

謹
聞
。
書
者
戴
道
之
留
也
。
而
道
者
先
乎
。
天
地
根
乎
。
人
倫
者
天
日
陰
陽
。
曰
剛
柔
人
曰
仁
義
而
至
万
物

之
多
皆
亦
各
有
当
然
之
則
。
而自
天
地
人
之
三
者
道
之
大
綱
乎
。
無
形
之
始
而
存
于
有
形
之
後
。 

…
竹
内
式
部
の
門
人
徳
大
寺
公
城
（
「
臣
公
城
」
）
に
よ
り
編
ま
れ
た
書
。
※
「
渾
沌
之
伝
」
に
依
拠
し
た
も
の
。
万
物

は
「
渾
沌
」か
ら
生
ま
れ
る
が
、
「有
形
」以
前
「無
形
」の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
既
に
「有
形
」
に
通
ず
る
道
理
が
備
わ
っ
て
い
る
と
説

い
た
。
そ
の
万
物
に
通
ず
る
道
理
を
載
せ
た
も
の
が
、
『日
本
書
紀
』。 

・
『
筆
記
』
「
発
言
例
」
冒
頭 

臣
公
城

竊
謂
。
此
書
為
帝
王
之
實
録
及
訓
解
之
詳
畧
・
選
者
之
考
証
等
詳
抄
矣
。
臣
今
不
敢
贅
。
但
其
訓
義
竊
載
其

大
畧
也
。
抑
臣
所
筆
記
者
道
脉
之
一
端
而
己
不
顧
・
見
聞
之
不
洽
・
才
識
之
不
厚
。
以
為
食
（
荇
カ

）
之
献
。
伏
願

垂
〔
平
出
〕
聖
慈
察
犬
馬
之
意
矣
。 

…
『
筆
記
』
「
発
言
例
」
は
稿
一
に
於
い
て
、
「開
巻
大
意
」と
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
右
に
続
け
て
以
下
、
前
掲
し
た
稿
一
「
開

巻
大
意
」
と
同
様
の
文
章
が
続
く
。
稿
一
で
は
『日
本
書
紀
』が
如
何
な
る
性
質
の
書
で
あ
る
か
、
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
か

ら
、
草
稿
を
踏
ま
え
て
加
筆
さ
れ
た
。
※
「
此
書
為
帝
王
之
實
録
」
＝
玉
木
正
英
『
神
代
巻
藻
塩
草
』
巻
一
「
此
紀
ハ
我
国

帝
王
之
実
録
」
…
垂
加
神
道
家
の
基
本
的
な
『
日
本
書
紀
』
観
四

。 

⇛

公
城
は
自
ら
の
不
見
識
を
畏
れ
つ
つ
も
、
同
書
を
献
上
す
る
と
い
う
。
そ
の
内
容
を
御
聞
き
に
な
ら
れ
る
の
は
公
家
で
あ
る

公
城
を
し
て
、
か
く
も
謙
遜
す
る
御
方
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
同
書
が
想
定
す
る
「
進
講
」
の
御
相
手
と
は
、
自
然
に
考
え
れ

ば
桃
園
天
皇
以
外
に
お
ら
れ
ま
い
。 

…
宝
暦
七
年
六
月
五
日
、
近
習
番
に
当
た
る
式
部
門
弟
が
交
代
で
桃
園
天
皇
へ
御
進
講
を
開
始
す
る
も
、
前
関
白
の
一
條

道
香
を
中
心
と
す
る
摂
家
、
武
家
伝
奏
ら
に
よ
っ
て
、
同
年
八
月
十
六
日
に
御
進
講
は
一
時
中
断
。 

・『
公
城
卿
記
』（
同
前
所
蔵
、
読
点
発
表
者
）
宝
暦
七
年
十
一
月
十
二
日
条 

抑
去
八
月
依
讒
言
、
神
書
之
進
講
被
止
後
、
帥
大
納
言
公
積
卿
、
為
議
奏
役
深
歎
事
、
時
々
雖
被
奉
直
諫
、
讒
言
深

入
、
女
院
無
御
許
、
叡
慮
に
も
難
被
任
之
間
、
以
書
付
可
献
之
旨
、
内
々
有
仰
、
彼
卿
同
志
輩
と
計
り
、
神
代
巻
上

下
之
抄
、
及
初
重
二
重
之
伝
書
等
新
写
し
、
今
日
被
献
上
了
、
誠
に
此
上
な
が
ら
の
大
幸
也
、 

◎
起
筆
の
時
期
よ
り
推
定
す
る
に
、『
進
講
筆
記
』
と
は
桃
園
天
皇
の
命
に
応
じ
、「
神
代
巻
上
下
之
抄
」
と
合
わ
せ
て
御

読
み
い
た
だ
く
為
に
、
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
直
接
の
御
進
講
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た

事
は
間
違
い
な
か
ろ
う
が
、
未
だ
再
開
の
目
途
も
立
た
ぬ
故
、
天
皇
が
御
自
習
出
来
る
よ
う
、
同
書
を
著
し
た
の
で
あ
ろ

                                        

          

 

四 

松
本
丘
「垂
加
神
道
に
於
け
る
『日
本
書
紀
』研
究
」（『垂
加
神
道
の
人
々
と
日
本
書
紀
』所
収
）
参
照
。
式
部
の
も
う
一
人

の
師
若
林
強
斎
も
「
日
本
紀
ハ
帝
王
ノ
御
代
々
ヲ
シ
ル
シ
タ
モ
ノ
」、「
第
一
巻
ヨ
リ
三
十
巻
マ
デ
皆
帝
王
ノ
御
代
々
ヲ
記

シ
タ
書
ゾ
」（「
守
中
潮
翁
神
代
巻
講
義
」
松
本
丘
編
『
神
道
資
料
叢
刊 

垂
加
神
道
未
刊
行
資
料
集
一
』
皇
學
館
大
学
神

道
研
究
所
、
平
成
二
十
八
年
所
収
、
五
二
頁
）
と
し
て
い
る
。 
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う
。
桃
園
天
皇
も
ま
た
、
そ
れ
を
望
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
直
々
に
正
親
町
三
條
公
積
へ
「
書
付
」
献
上
を
命
ぜ

ら
れ
た
事
か
ら
拝
察
せ
ら
れ
る
。
以
上
を
見
て
も
、『
進
講
筆
記
』
並
び
に
、『
神
代
巻
講
義
筆
記
』
が
想
定
す
る
講
義
対

象
者
が
桃
園
天
皇
で
あ
る
事
、
間
違
い
な
い
。 

・
稿
一
「
開
巻
大
意
」 

■
■
■以
■体
土
金
之
教
也
矣
。[

詳
見
于
附
録]

土
金
者
敬
也
。
敬
則
人
道
終
始
徹
。
上
激
下
之
大
要
也
。
詳
載
於
此
書
。

臣
於
其
註
下
而
竊
論
之
。
臣
自
弱
冠
年
深
耽
此
書
。
慕
山
崎
敬
義
之
教
説
。
事
於
竹
内
私

淑

敬
持
、
、
而
聞
其
大
畧
。
不
自
以

量
其
愚
（
入
カ

）
不
敏
。
敢
書
其
所
聞
。
伏
願
垂
〔
平
出
〕
聖
憐
免
不
憚
之
罪
以
給
一
省
。
（[  

]

は
割
注
。
ま
た
、

傍
線
発
表
者
。
以
下
同
じ
） 

※
「
土
金
之
教
」と
は
、
垂
加
神
道
に
於
い
て
、
最
初
に
授
け
ら
れ
る
秘
伝
「
土
金
之
伝
」を
指
す
も
の
で
、
学
問
の
根
本
は
も
と

よ
り
、
自
ら
の
身
を
立
た
せ
る
の
が
「
敬
」で
あ
る
事
を
説
い
た
教
え
で
あ
る
。
終
始
徹
底
す
べ
き
「
人
道
」
で
あ
る
「敬
」と
、
上
を

し
て
、
下
を
発
奮
せ
し
め
る
大
要
と
は
、
『日
本
書
紀
』に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
。 

⇛

以
後
、『
日
本
書
紀
』
の
内
容
と
共
に
公
城
が
附
し
た
註
に
は
、
少
し
く
彼
の
論
考
を
載
せ
た
と
い
う
。
ま
た
公
城
が
若

き
日
よ
り
、
深
く
沈
潜
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
解
釈
と
は
、
自
ら
の
慕
う
「
山
崎
敬
義
」
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
大
略
は

「
竹
内
敬
持
」
よ
り
承
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
公
城
は
自
ら
が
非
力
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
憚
ら
ぬ
罪
に
対
し
、
ど
う
か
こ
れ

を
免
ぜ
ら
れ
た
い
と
伏
し
て
乞
う
。 

・『
筆
記
』「
発
言
例
」 

慕
山
崎
敬
義
之
教
説
。
拝
趨
之
暇
説
。
事
私
淑
其
後
而
聞
其
大
畧
。 

○
注
意
す
べ
き
異
同
点
『
筆
記
』
か
ら
「
竹
内
敬
持
」
の
名
が
消
え
て
い
る
。
草
稿
本
で
は
傍
点
ま
で
振
り
、
式
部
の
存

在
を
強
調
し
て
い
た
。
何
故
、
清
書
本
で
彼
の
名
は
消
え
た
の
か
。
こ
れ
を
消
さ
し
め
た
の
は
、
彼
ら
の
師
竹
内
式
部
そ

の
人
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

・
同
書
の
講
義
対
象
者
は
桃
園
天
皇
で
あ
っ
て
、
不
足
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
故
に
彼
ら
は
草
稿
本
が
出
来
た
段
階
で
、

清
書
す
る
際
、
師
に
添
削
を
乞
う
た
と
考
え
る
の
が
自
然
。 

・
式
部
と
し
て
は
、
飽
く
迄
も
、
学
祖
山
崎
闇
斎
の
説
を
天
皇
へ
御
伝
え
す
る
事
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
天
皇
へ

献
上
す
る
清
書
本
に
、
自
ら
の
名
が
学
祖
と
並
ん
で
記
さ
れ
る
事
を
畏
れ
多
い
と
考
え
、
こ
れ
を
憚
っ
た
の
だ
ろ
う
。
故

に
、
式
部
は
清
書
本
で
は
自
ら
の
名
を
消
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
異
同
点
と
は
、
草
稿
本
を
式
部
が
確
認
の

上
、
清
書
本
に
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
た
事
を
窺
わ
し
め
る
と
共
に
、
式
部
に
よ
る
「
敬
」
の
姿
勢
が
察
せ
ら
れ
る
も
の

で
、
閑
却
出
来
な
い
。 

⇛

『
神
代
巻
講
義
筆
記
』
が
桃
園
天
皇
へ
献
上
を
想
定
し
た
清
書
本
で
、『
進
講
筆
記
』
と
は
、
そ
の
草
稿
本
。 

◎
以
上
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、 

①
『
神
代
巻
講
義
筆
記
』
と
『
進
講
筆
記
』
の
両
書
は
、
竹
内
式
部
の
高
弟
徳
大
寺
公
城
が
桃
園
天
皇
に
命
じ
ら
れ
、

教
本
と
し
て
編
ん
だ
書
で
あ
っ
た
。 

②
前
者
は
献
上
を
想
定
し
た
清
書
本
、
後
者
は
そ
の
草
稿
本
で
あ
る
。
な
お
草
稿
本
か
ら
清
書
す
る
際
、
師
で
あ
る
式

部
が
内
容
を
確
認
し
、
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

③
そ
の
構
成
と
は
、
「
臣
公
城
謹
聞
」
と
し
て
、
式
部
か
ら
公
城
が
聞
い
た
講
説
を
先
ず
は
記
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

よ
り
詳
し
い
公
城
に
よ
る
註
解
が
「
附
録
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
。 

…
『
進
講
筆
記
』は
、
信
憑
性
の
高
い
写
本
で
あ
る
こ
と
を
大
凡
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
た
と
考
え
る
。
次
い
で
、
「臣
公
城
謹

聞
」
に
見
え
る
式
部
の
天
皇
観
を
概
観
し
よ
う
。 
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二
、
竹
内
式
部
の
天
皇
観 

◎
稿
二
…
天
照
大
神
が
御
生
ま
れ
遊
ば
さ
れ
る
段
（
稿
二
：
神
代
上
第
五
段
第
十
一
の
一
書
） 

正
統
ノ
君
ヲ
生
ミ
テ
と
其
即
位
ノ
礼
ト
云
ハ
天
柱
ト
云
道
是
也
ヲ
定
メ
給
フ
ヨ
リ
万
世
不
易
ノ
分
位
定
テ
造
化
天

地
モ
位
ヲ
得
タ
ル
也
…
天
柱
ト
ハ
実
理
ノ
本
体
直
立
シ
テ
不
動
モ
ノ
ヲ
云
テ
所
謂
国
中
柱
ト
同
シ
…
嗚
呼
此
御
子

ニ
シ
テ
此
道
ア
ル
コ
ヽ
ニ
於
テ
万
世
ノ
業
タ
ガ
ワ
ズ
。
御
血
脈
モ
造
化
ト
一
体
道
モ
天
地
ト
一
致
是
二
尊
衆
子
ヲ
不

撰
シ
テ
別
ニ
天
日
ノ
御
子
ヲ
生
ミ
出
シ
給
フ
處
也
。 

「
分
位
」
が
こ
の
時
に
定
ま
っ
た
以
上
、
君
臣
そ
れ
ぞ
れ
が
為
す
べ
き
「
万
世
ノ
業
」（
責
務
）
も
ま
た
定
ま
っ
た
。 

○
臣
下
の
「
業
」 

・
稿
一
（
『日
本
書
紀
』の
「日
本
」を
説
明
） 

皇
居
ハ
則
日
神
ノ
本
国
ナ
レ
ハ
真
ニ
日
本
ノ
字
ヲ
ヤ
マ
ト
ヽ
訓
セ
ル
ナ
リ
…
玉
木
正
英
発
明
此
二
字
ニ
シ
テ
日
守

木
ナ
リ
ト
云
。
日
ハ
日
也
。
本
ノ
一
点
ヲ
除
ケ
ハ
木
也
。
其
一
点
ハ
守
ル
ノ
意
ト
此
語
ハ
復
能
発
揮
シ
出
シ
来
ル
モ

ノ
歟
。 

「
日
守
木
」
の
説
…
山
崎
闇
斎
「
神
籬
者
日
護
木
也
、
皇
子
孫
者
日
嗣
君
也
」（
『
風
水
草
』『
神
道
大
系 

垂
加
神
道
（
上
）』

神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
五
十
九
年
所
収
、
四
六
頁
）
＝
天
皇
の
絶
対
守
護
を
説
い
た
「
神
籬
磐
境
之
伝
」 

※
玉
木
正
英
の
説
五 

天
津
神
籬
ト
云
ハ
、
神ヒ

ハ
皇キ

ミ

也
。
籬

モ
ロ
ギ

ハ
字
レ

如
、
日
ヲ
守
ル
籬カ

キ

也
。
皇
居
ヲ
指
テ
云
。
ヒ
モ
ロ
ハ
日ヒ

守モ
リ

也
。
キ
ハ
籬カ

キ

、

上
略
也
（「
神
籬
磐
境
極
秘
中
之
口
訣
」
谷
省
吾
「
玉
木
葦
斎
の
伝
へ
た
垂
加
神
道
の
極
秘
口
伝
―
『
三
伝
極
秘
巻
』

と
『
自
従
抄
』
―
」『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
所
収
、
四
一
八
頁
） 

・
稿
三
（神
代
上
第
五
段
第
十
一
の
一
書
） 

霊
留
宅
本
意
モ
タ
ヽ
ニ
ト
ヽ
マ
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
君
ヲ
守
護
セ
シ
カ
為
ニ
ト
ヽ
マ
ル
也
。
是
我
国
津
人
タ
ル
モ
ノ
ノ
本

心
本
分
生
テ
モ
死
テ
モ
君
ヲ
守
ル
ノ
外
他
念
ナ
シ
…
各
其
職
分
ヲ
尽
シ
テ
君
ヲ
守
リ
死
ス
レ
ハ
ソ
レ
ナ
リ
ニ
神
霊

ヲ
ト
ヽ
メ
テ
亦
君
ヲ
守
リ
奉
ル
是
亦
始
終
一
之
義
也
…
万
世
此
国
ノ
人
タ
ル
モ
ノ
此
始
終
一
之
處
ニ
ト
ヽ
マ
ル
ヘ

シ
。
於
是
愧
ア
レ
ハ
我
神
明
ノ
人
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
此
国
ノ
罪
人
也
。
我
人
当
致
思
焉
。 

・
神
籬
磐
境
の
神
勅
（
稿
三
） 

我
心
ヲ
尽
シ
テ
君
ヲ
助
ケ
守
リ
奉
ル
。
是
神
明
ノ
本
旨
ヲ
知
ル
ト
云
ヘ
シ
…
天
津
神
籬
ハ
人
臣
之
心
法
我
道
之
極
致

也
。
天
津
ハ
尊
称
也
。
神
籬
ハ
日
守
木
也
。
以
我
身
心
兼
生
死
共
奉
守
護
君
之
義
也
。
日
ハ
君
也
。
守
ハ
守
護
補
翼

也
。
木
ハ
真
立
不
動
ノ
意
。
字
ニ
拠
テ
見
レ
ハ
神
ハ
神
霊
之
神
ニ
シ
テ
籬
ハ
藩
籬
之
籬
也
。
我
此
心
身
ヲ
以
テ
生
テ

モ
死
テ
モ
君
ノ
藩
衛
ト
ナ
ツ
テ
二
致
ナ
キ
ヲ
云
。 

…
「
正
統
ノ
君
」
を
、「
生
テ
モ
死
テ
モ
」
臣
下
は
護
り
通
す
事
こ
そ
、「
我
国
津
人
タ
ル
モ
ノ
ノ
本
心
本
分
」
で
あ
る
。 

○
君
の
「
業
」 

・
稿
三
（神
代
上
第
八
段
第
六
の
一
書
） 

百
姓
ハ
御
宝
ノ
義
百
姓
ハ
国
之
本
也
。
天
子
継
天
テ
治
国
家
モ
ノ
ハ
皆
百
姓
ノ
為
也
。
故
ニ
御
宝
ト
云
。 

「
百
姓
」
、
即
ち
万
民
と
は
「
大お

ほ

御
宝

み
た
か
ら

」
で
あ
り
、
国
の
本
で
あ
る
。
君
が
国
を
治
め
ら
れ
る
の
は
、
畢
竟
、
万
民
の
為

で
あ
り
、
故
に
「
御
宝
ト
云
」。
即
ち
、
君
の
「
業
」
と
は
「
百
姓
ノ
為
」
に
「
祭
政
」
を
担
わ
れ
六

、
国
家
を
治
め
ら
れ

る
事
と
言
え
よ
う
。 

・
天
壌
無
窮
の
神
勅
（
稿
三
） 

                                        

          

 

五 

な
お
、
『神
代
巻
講
義
筆
記
』で
は
、
稿
一
に
見
え
る
「玉
木
正
英
」の
名
は
消
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
あ
く
ま
で
闇
斎
の
言
を
天

朝
に
達
せ
し
め
る
事
を
主
眼
と
す
る
式
部
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

六 

江
頭
慶
宣
「
山
崎
闇
斎
の
祭
祀
論
と
朝
儀
復
興
」（『
藝
林
』
六
八
―
二
、
令
和
元
年
）
に
よ
れ
ば
、
学
祖
山
崎
闇
斎
は

朝
儀
復
興
が
天
皇
の
「
祭
政
」
に
し
て
、
天
皇
が
果
さ
れ
る
御
責
務
で
あ
る
事
か
ら
、
臣
下
が
自
主
的
に
そ
れ
を
触
発
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
弁
え
、
飽
く
迄
、
天
皇
の
御
自
覚
を
俟
っ
て
い
た
と
い
う
。 
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日
嗣
血
脈
ノ
正
シ
キ
玉
体
ノ
称
玉
ト
シ
テ
給
也
…
此
三
種
宝
物
約
ス
レ
ハ
曲
玉
ノ
一
種
ニ
シ
テ
玉
体
正
脈
ノ
璽
ト

シ
給
カ
主
ニ
シ
テ
鏡
釼
ハ
付
玉
体
固
有
ノ
徳
ヲ
表
シ
如
此
明
建
ノ
徳
ヲ
以
テ
正
脈
ノ
玉
体
ヲ
自
ラ
守
護
シ
テ
付
日

嗣
ノ
位
ヲ
継
テ
万
世
無
窮
ノ
業
ヲ
垂
レ
サ
セ
給
ヘ
ト
ノ
義
也
。
故
及
ト
ハ
云
。
畢
竟
我
国
ノ
道
ハ
玉
体
ニ
存
ス
ル
コ

ト
ヲ
伝
ル
。
故
ニ
三
種
宝
物
ハ
正
脈
ノ
霊
璽
ト
イ
ヽ
三
種
ニ
シ
テ
一
種
ノ
曲
玉
ニ
約
ス
ト
ハ
云
也
。 

＝
「
三
種
神
宝
之
伝
」
…
三
種
の
神
器
と
は
、
畢
竟
、
玉
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。
注
意
し
た
い
の
は
「
自
」
の
一

字
。 

⇛

京
都
の
垂
加
神
道
家
梨
木
祐
之
は
「
お
の
ず
か
ら
」
と
読
ま
せ
て
お
り
、
天
皇
の
地
位
が
三
種
の
神
器
と
共
に
保
障
さ

れ
た
も
の
と
解
釈
し
た
。
対
し
て
、
江
戸
派
垂
加
神
道
家
の
伴
部
安
崇
や
学
祖
闇
斎
は
こ
れ
を
「
み
ず
か
ら
」
と
読
む
。

こ
の
場
合
、
天
皇
の
地
位
が
保
障
さ
れ
る
為
に
は
、
三
種
の
神
器
を
天
皇
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い
様
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
り
、
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
為
に
は
天
皇
へ
も
責
任
を
課
し
た
七

。 

・
奥
野
寧
斎
『
瀧
川
翁
自
従
抄
講
義
』
（
松
本
丘
編
『
神
道
資
料
叢
刊 

垂
加
神
道
未
刊
行
資
料
集
二
』
皇
學
館
大
学
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
、
平
成
二
十
八
年
所
収
） 

扠
自
従
抄
ト
名
ヅ
ケ
ラ
レ
タ
自
従
ノ
文
字
ハ
旧
事
紀
ニ
則
三
種
御
相
伝
ノ
処
矛
玉
ハ
自ミ

従
ヘ
リ
ト
ア
ル
其
語
ヲ
取

テ
公
通
卿
ノ
名
ヅ
ケ
ラ
レ
タ
名
ゾ
。（
一
八
頁
） 

…
江
戸
派
垂
加
神
道
家
と
同
様
に
望
楠
軒
も
「
み
ず
か
ら
」
と
読
ま
せ
て
い
た
。 

⇛

式
部
も
ま
た
、
「
玉
体
ヲ
自
ラ
守
護
」
と
し
て
い
る
事
か
ら
、
彼
は
「
自
」
を
、
「
み
ず
か
ら
」
と
読
ま
せ
て
お
り
、
天

皇
「
み
ず
か
ら
」
も
、
御
徳
が
離
れ
ぬ
よ
う
に
玉
体
を
「
守
護
」
す
る
必
要
を
説
い
た
。 

◎
君
は
「
祭
政
」
八

を
担
い
、
万
民
の
為
に
な
る
様
、
国
家
を
治
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
臣
下
は
そ
の
君
を
死
生
一
貫
し
て

御
支
え
し
、
御
護
り
す
る
。
た
だ
し
、
「
正
統
ノ
君
」
た
る
象
徴
の
三
種
の
神
器
と
は
、
自
然
と
天
皇
の
御
身
に
付
き
従

い
、
そ
の
地
位
を
保
障
す
る
も
の
で
は
無
い
。
常
に
天
皇
御
自
身
も
そ
の
三
種
の
神
器
の
霊
徳
が
離
れ
ぬ
よ
う
に
、
「
玉

体
ヲ
自
ラ
守
護
」
す
る
必
要
を
式
部
は
説
く
。
君
臣
が
共
に
修
徳
に
努
め
、
自
ら
の
為
す
べ
き
責
務
を
自
覚
し
、
「
君
臣

合
体
」
し
て
、
玉
体
を
守
護
す
る
事
で
、
皇
祖
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
「
日
嗣
ノ
位
ヲ
継
テ
万
世
無
窮
ノ
業
」
は
為
し
得
る
。 

 

三
、
御
進
講
の
要
諦 

◎
公
城
自
身
の
考
え
は
「
臣
又
竊
謂
」、「
臣
復
謹
聞
」
と
す
る
註
解
に
よ
っ
て
窺
う
事
が
出
来
る
が
、
そ
の
中
に
「
陛
下
」

云
々
と
文
末
に
掲
げ
ら
れ
る
事
が
あ
る
。「
陛
下
」
の
記
述
は
、『
進
講
筆
記
』
三
冊
の
う
ち
七
例
見
え
る
。
重
要
で
あ
る

故
、
全
て
列
挙
し
、
内
容
を
検
討
し
た
い
（
以
下
、【 

】
の
数
字
は
「
陛
下
」
の
語
が
見
え
る
記
事
の
順
番
）。⇛
添
付

資
料
（
一
〇
頁
）
参
照 

（
一
）「
祭
政
」
と
朝
廷
認
識 

○
【
第
一
例
】
に
は
、「
神
聖
之
遺
書
」
を
講
じ
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
「
礼
楽
」
の
起
こ
り
を
求
め
、
以

て
陛
下
に
薫
陶
し
、
徳
性
を
そ
の
御
身
に
涵
養
す
る
為
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
実
に
「
万
邦
生
霊
」
の
願
い
に
し
て

幸
で
あ
る
と
い
う
。 

・「
万
邦
生
霊
」
…
我
身
に
「
心
神
」
が
宿
る
九

事
を
思
え
ば
神
々
は
も
と
よ
り
、
万
民
を
も
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
玉
木
正

英
「
神
籬
磐
境
極
秘
中
之
口
訣
」 

                                        

          

 

七 

以
上
、「
三
種
神
宝
之
伝
」
と
「
自
」
の
神
学
に
つ
い
て
は
西
岡
和
彦
「
江
戸
垂
加
神
道
家
の
天
皇
観
―
跡
部
良
顕
と

伴
部
安
崇
の
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
研
究
を
通
し
て
―
」（『
日
本
学
研
究
』
三
、
平
成
十
二
年
）
参
照
。 

八 

垂
加
神
道
家
の
祭
政
一
致
観
は
、
西
岡
和
彦
「
神
籬
磐
境
考
―
垂
加
神
道
の
祭
政
一
致
観
―
」（
阪
本
是
丸
編
『
国
家

神
道
再
考
―
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
―
』
弘
文
堂
、
平
成
十
八
年
所
収
）、「
垂
加
神
道
流
天
孫
降
臨
考
」
（
『藝
林
』

六
八
―
二
、
令
和
元
年
）、
前
掲
江
頭
「
山
崎
闇
斎
の
祭
祀
論
と
朝
儀
復
興
」
等
を
参
照
。 

九 

垂
加
神
道
に
於
け
る
「
心
神
」
論
は
、
近
藤
啓
吾
「
心
神
考
―
三
輪
大
神
と
山
崎
闇
斎
」（『
山
崎
闇
斎
の
研
究
』
神
道

史
学
会
、
昭
和
六
十
一
年
所
収
）、
西
岡
和
彦
「
山
崎
闇
斎
と
三
輪
」（『
大
美
和
』
一
三
二
、
平
成
二
十
九
年
）
等
を
参

照
。 
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日
本
ハ
神
皇
一
体
ニ
テ
、
顕
露
ト
幽
冥
ト
車
ノ
両
輪
ノ
如
ク
並
行
事
也
。
伊
弉
諾
尊
之
国
土
ヲ
経
営
ア
ソ
バ
サ
レ
、

国
土
万
物
ノ
神
霊
ヲ
封
ジ
斎
ヒ
祭
リ
鎮
メ
テ
、
天
下
ヲ
平
安
ニ
定
メ
玉
フ
ガ
、
全
ク
祭
政
一
致
也
。
（
前
掲
「
神
籬

磐
境
極
秘
中
之
口
訣
」
四
一
八
頁
） 

…
天
皇
が
「
帝
王
之
実
録
」
に
し
て
、
御
歴
代
の
聖
跡
を
記
し
た
「
神
聖
之
遺
書
」
た
る
『
日
本
書
紀
』
を
学
ば
れ
、
万

民
の
為
に
、「
天
下
ヲ
平
安
ニ
定
メ
玉
フ
ガ
、
全
ク
祭
政
一
致
」
と
す
る
君
と
し
て
の
御
責
務
を
御
自
覚
出
来
る
よ
う
に
、

式
部
門
弟
は
徳
性
を
涵
養
せ
ん
と
し
て
い
た
。 

・【
第
三
例
】
の
「
陛
下
」
前
段
に
見
え
る
式
部
の
講
説 

至
誠
ノ
心
ニ
凝
テ
火
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
祈
出
ス
ヲ
云
。
此
誠
ノ
感
故
ニ
日
神
方
為
開
磐
戸
而
出
マ
セ
ル
至
誠
ノ
極

ヲ
ミ
ル
ヘ
シ
。
凡
ソ
神
ヲ
祭
テ
祈
ル
モ
ノ
ハ
皆
此
心
法
也
。 

…
天
照
大
神
が
天
之
磐
戸
か
ら
御
出
ま
し
に
な
ら
れ
た
の
は
、
諸
神
が
至
誠
一
杯
に
祈
り
を
尽
し
た
か
ら
で
、
こ
れ
こ
そ
が
、
神

を
祭
る
心
法
。 

◎
天
皇
と
は
君
主
で
あ
る
と
同
時
に
祭
主
の
模
範
的
存
在
一
〇

で
あ
る
故
、
常
に
御
歴
代
の
御
霊
に
諭
さ
れ
（
「
祖
宗
留
宅
之

霊
示
諭
」）
、
御
歴
代
を
模
範
と
し
な
が
ら
、
至
誠
を
尽
く
し
て
祭
祀
に
臨
ま
れ
よ
、
と
【第
三
例
】
で
は
説
い
た
。
つ
ま
り
、【
第

一
例
】
の
「
陛
下
」
の
記
述
と
は
、「
祭
政
」
を
担
わ
れ
る
天
皇
の
心
構
え
。【
第
三
例
】
は
、
特
に
「
祭
」
の
心
法
を
説

い
た
個
所
。
で
は
、「
政
」
は
ど
う
か
。 

○
公
城
の
朝
廷
認
識
…
第
五
段
第
一
の
一
書
（
稿
二
） 

朝
政
日
紊
・
奸
計
日
益
・
賄
賂
公
行
・
万
姓
飢
乏
。
豈
則
折
衝
衛
護
之
役
却
為
援
。[

言
色]

纏
強
之
竭
。
一
朝
失
馭

千
歳
不
復
。
王
化
拂
地
覇
淅
摜
鋪
。
然
猶
無
教
朶
頣
神
器
舐
糠
大
宝
者
。
則
真
二
尊
之
賜
也
。 

…
朝
政
は
日
に
乱
れ
て
、
民
は
飢
え
て
い
る
。
本
来
、
衛
護
の
役
で
あ
る
武
臣
の
幕
府
が
そ
う
し
た
民
を
援
け
る
有
様
で
あ
る
。

朝
廷
が
衰
え
、
武
家
が
権
勢
を
誇
る
の
は
、
朝
廷
が
堕
落
し
て
い
る
事
に
要
因
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
三
種
の
神
器
は

害
虫
が
米
糠
を
食
う
如
く
侵
さ
れ
る
事
は
な
い
。
※
式
部
の
講
説
「土
金
ヲ
心
化
シ
給
ヒ
ソ
レ
ナ
リ
ノ
御
子
ヲ
生
ミ
給
フ
カ
素
戔

嗚
尊
也
」と
あ
る
通
り
、
武
臣
の
祖
で
あ
る
素
戔
嗚
尊
と
は
、
伊
弉
諾
尊
・伊
弉
冉
尊
の
「敬
」が
「心
化
」し
て
御
生
ま
れ
に
な
ら

れ
た
神
一
一

で
あ
る
。
故
に
、
武
臣
で
あ
る
幕
府
と
て
王
位
の
簒
奪
ま
で
は
辛
う
じ
て
し
て
い
な
い
。
ま
さ
に
二
尊
の
賜
物
と
言
え

よ
う
。 

・
朝
廷
の
み
な
ら
ず
神
道
の
衰
え
を
歎
く
記
事
が
、【
第
四
例
】
…
中
古
以
来
、
「
称
法
皇
国
首
釈
衣
以
為
常
例
」
と
、

君
主
に
も
原
因
の
一
端
が
あ
る
事
を
説
い
た
。 

◎
か
く
も
堕
落
し
た
朝
廷
と
朝
幕
関
に
見
え
る
君
臣
の
分
の
乱
れ
と
は
如
何
す
れ
ば
正
常
に
戻
る
の
か
。 

⇛

【第
二
例
】に
あ
る
如
く
、
先
ず
天
皇
が
『日
本
書
紀
』を
学
び
、
「君
師
之
化
」を
体
認
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
合
体
守
中
之
治
」

（
【
第
四
例
】
）
を
実
践
す
る
事
を
求
め
た
…
式
部
が
「君
臣
合
体
」す
る
事
で
、
真
に
三
種
の
神
器
の
霊
徳
（君
徳
）は
天
皇

の
御
身
か
ら
離
れ
る
事
無
く
、
そ
の
霊
徳
を
持
た
れ
た
天
皇
に
よ
っ
て
、
「
祭
政
一
致
」
を
為
す
べ
き
と
す
る
「
三
種
神
宝
之
伝
」

の
神
学
が
そ
の
背
景
で
あ
ろ
う
。 

○
そ
の
為
に
「
旧
典
」
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
の
御
講
学
は
当
然
で
あ
る
が
、
【
第
六
例
】
に
あ
る
如
く
、
祖
宗
が
親
し

く
授
け
ら
れ
た
「
遺
意
」
を
知
る
為
に
、
経
書
は
そ
の
補
助
に
な
る
。『
日
本
書
紀
』（
神
道
）
の
み
な
ら
ず
、
儒
学
も
兼

学
す
る
事
を
天
皇
に
求
め
た
。 

◎
君
が
徳
を
養
わ
れ
、
「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
（『
風
水
草
』
五
頁
）
を
行
う
に
し
て
も
、
臣
下
が
こ
の
道
を
実
践
す
る

                                        

          

 

一
〇 

前
掲
江
頭
で
は
、
山
崎
闇
斎
の
大
己
貴
神
の
尊
崇
の
背
景
と
し
て
、「
権
者
と
し
て
国
を
導
く
天
皇
で
は
な
く
、
祭

主
と
し
て
国
を
導
く
天
皇
の
方
が
、
日
本
の
王
と
し
て
は
望
ま
し
く
、
前
の
大
己
貴
命
の
よ
う
に
、
力
を
望
み
、
力
を
示

す
の
で
は
な
く
、
後
の
大
己
貴
神
の
よ
う
に
慎
ん
で
神
を
祀
り
、
慎
ん
で
神
に
祈
る
「
ま
つ
り
ご
と
」
の
御
姿
こ
そ
、
天

皇
本
来
の
政
治
で
あ
る
、
と
確
信
し
た
」（
一
一
八
頁
）
と
し
、
そ
の
上
で
闇
斎
の
祭
祀
論
の
本
質
と
は
祭
主
が
大
己
貴

神
の
如
く
、「
心
神
体
認
」
即
「
心
神
清
浄
」
を
自
覚
し
て
奉
仕
に
努
め
る
事
と
し
て
お
ら
れ
る
。 

一
一 

こ
の
箇
所
の
前
段
に
於
い
て
、
式
部
は
「
シ
カ
レ
ハ
上
ニ
ア
ル
大
君
モ
下
ニ
土
金
ノ
人
ア
ツ
テ
コ
レ
ヲ
佐
ケ
テ
維
持
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ

モ
ノ
ト
思
召
シ
則
チ
其
土
金
ヲ
心
化
シ
給
ヒ
ソ
レ
ナ
リ
ノ
御
子
ヲ
生
ミ
給
フ
カ
素
戔
嗚
尊
也
」と
講
じ
て
い
る
。 
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に
は
、
君
が
如
何
に
尊
き
御
存
在
な
る
か
を
朝
野
に
教
化
す
る
必
要
が
あ
る
。【
第
五
例
】
に
は
、「
顕
示
玉
体
之
尊
於
天

下
万
邦
」
と
あ
る
如
く
、
陛
下
の
御
身
が
如
何
に
尊
い
か
、
万
邦
に
示
さ
れ
た
い
と
し
た
。
そ
の
為
に
、
天
皇
は
万
民
を

指
導
せ
ら
れ
る
様
な
君
徳
を
、
日
々
の
御
修
練
に
よ
っ
て
身
に
着
け
ら
れ
る
事
が
必
須
。
以
上
が
「
祭
政
」
の
う
ち
、「
政
」

の
心
法
で
あ
ろ
う
。 

⇛

朝
廷
が
乱
れ
、
武
臣
よ
り
「政
」が
発
し
て
い
る
現
状
を
糺
す
に
は
、
第
一
に
天
皇
が
「祭
政
」を
担
わ
れ
る
君
と
し
て
の
御
自
覚

を
持
た
れ
る
事
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
に
努
め
る
事
を
公
城
は
求
め
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
、
竹
内

式
部
が 是

ハ
天
子
御
代
々
不
足
御
学
問
、
御
不
徳
、
臣
下
関
白
已
下
何
も
非
器
無
才
故
之
儀
ニ
候
、
天
子
よ
り
諸
臣
一
等
ニ
学

問
を
励
、
五
常
之
道
備
候
へハ
、
天
下
之
万
民
皆
服
其
徳
□
天
子
ニ
心
を
寄
せ
、
自
然
と
将
軍
も
天
下
之
政
統
を
被
返
上

候
様
ニ
相
成
候
儀
ハ
必
定
、
実
□如

反
掌
公
家
之
天
下
ニ
相
成
候
、
併
其
学
問
も
他
流
ニ
シ
テ
ハ
よ
り
諸
臣
一
統
ニ
一
流
ニ
相

成
、
君
臣
合
体
候
ヘ
ハ
、
事
成
就
之
其
ニ
候
由
、
呉
ゝ
説
示
之
、
（『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』
八
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
平
成
十
九
年
、
宝
暦
八
年
七
月
十
五
日
条
） 

と
、
「
天
子
よ
り
諸
臣
一
等
ニ
学
問
を
励
」
ま
ね
ば
、
「
天
下
之
万
民
皆
服
其
徳
□
天
子
ニ
心
を
寄
せ
」る
事
は
勿
論
、
「将
軍
も

天
下
之
政
統
を
被
返
上
候
」事
は
な
い
と
の
忠
告
に
基
づ
い
て
い
る
。 

（
二
）
国
史
上
に
求
め
ら
れ
た
る
天
皇
の
模
範 

・
神
代
巻
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
【
第
七
例
】
の
前
段 

○
此
一
書
亦
一
説
也
。
報
天
神
一
夜
今
人
有
躰
者
其
前
於
天
地
根
乎
。
造
化
正
嫡
之
日
嗣
而
豈
不
有
如
此
之
妙
用
乎
。

因
無
可
疑
者
。
然
史
臣
所
伝
記
多
在
於
上
世
古
昔
而
未
聞
于
中
古
以
下
者
何
也
。[

途]

上
世
淳
朴
敦
厚
。
一
奉
祖
宗

授
受
之
遺
訓
而
徳
政
継
興
天
人
和
順
。
故
妙
用
日
新
有
不
可
測
之
道
也
。
中
古
而
後
君
徳
不
盛
。
邪
政
出
。
天
人
間

隔
継
以
異
端
之
擾
雑
而
不
然
。
奉
天
御
蔭
日
御
蔭
之
心
法
。
故
神
垂
経
。
然
冥
加
不
著
。
是
以
妙
用
。
有
不
及
古
昔

也
。 

…
瓊
瓊
杵
尊
は
大
山
祇
神
の
女
、
鹿
葦
津
姫
を
娶
ら
れ
た
。
鹿
葦
津
姫
は
一
夜
に
し
て
懐
妊
せ
ら
れ
、
火
中
出
産
を
す
る
。
公

城
は
国
常
立
尊
一
二

以
来
の
「造
化
正
嫡
之
日
嗣
」な
れ
ば
、
か
よ
う
な
人
智
の
及
ば
ざ
る
妙
用
は
当
然
、
起
こ
る
と
し
た
。
そ
の

上
で
、
異
伝
多
い
火
中
出
産
に
つ
い
て
古
昔
の
史
臣
は
こ
れ
を
漏
れ
る
事
無
く
伝
記
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
例
の
如
く
、
中

古
以
来
、
君
の
徳
は
衰
微
し
て
、
「
政
」
は
「
邪
」
よ
り
発
し
、
異
端
が
跋
扈
す
る
事
を
嘆
く
。
故
に
、
「
天
御
蔭
日
御
蔭
之
心
法
」

を
奉
ろ
う
と
も
、
神
の
御
加
護
は
下
ら
ず
、
起
こ
る
べ
き
、
妙
用
が
古
に
及
ぶ
事
は
無
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

○
「
天
御
蔭
日
御
蔭
之
心
法
」 

天
御
蔭
・
日
御
蔭
是
皇
儀
而
表
二

神
道
一

者
也
。
天
御
蔭
、
天
御
中
主
尊
・
高
皇
産
霊
尊
之
御
蔭
也
。
日
御
蔭
者
、

天
照
大
孁
尊
之
御
蔭
也
。
皇
天
二
祖
爲
二

皇
孫
一

加
二

護
之
一

、
皇
孫
奉
ニ

行
二
祖
之
命
一

。
所
謂
上
則
答
ニ

乾
靈
授
レ

国
之
徳
一

、
下
則
弘
ニ

皇
孫
養
レ

正
之
心
一

者
。
神
籬
・
磐
境
爲
レ

此
而
建
レ

之
也
。（『
風
水
草
』
七
二
頁
） 

「
天
御
蔭
・
日
御
蔭
」
＝
皇
天
二
祖
（
天
照
大
神
・
高
皇
産
霊
尊
〈
天
御
中
之
主
尊
〉）
の
御
蔭
。「
天
御
蔭
日
御
蔭
之
心

法
」
と
は
、
君
が
二
祖
か
ら
賜
る
御
蔭
に
感
謝
せ
ら
れ
、
御
心
を
尽
さ
れ
て
、
二
祖
の
御
心
を
「
ま
つ
り
ご
と
」
に
反
映

し
、「
祭
政
一
致
」
を
為
す
事
一
三

。
道
義
の
乱
れ
た
中
古
で
は
二
祖
の
御
蔭
に
対
し
て
幾
ら
天
皇
が
御
心
を
尽
く
さ
れ
よ

う
と
し
て
も
、
神
々
か
ら
の
御
加
護
が
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
は
顕
れ
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
例
外
は
あ
る
。 

◎
【
第
七
例
】
に
見
え
る
後
醍
醐
天
皇 

・
前
半
部
、『
太
平
記
』
巻
第
七
「
船
上
合
戦
事
」 

・
後
半
部
、
同
第
一
八
「
先
帝
潜
幸
芳
野
事
」 

…
後
醍
醐
天
皇
は
京
の
都
よ
り
御
遷
幸
を
御
決
心
せ
ら
れ
る
と
、「
三
種
神
器
ヲ
自
荷
擔
シ
テ
」、
敵
に
追
わ
れ
つ
つ
も
、

                                        

          

 

一
二 

垂
加
神
道
の
神
学
で
は
、
神
を
「
造
化
・
気
化
・
身
化
・
心
化
」
の
四
分
類
に
分
け
て
い
る
。
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉

尊
以
前
の
「
造
化
」
の
神
は
、
人
の
形
を
持
た
な
い
が
、
二
尊
（
「
気
化
」
）
以
後
は
「
有
形
」
で
あ
る
と
説
い
た
。 

一
三 

前
掲
西
岡
「
垂
加
神
道
流
天
孫
降
臨
考
」
六
四
頁
。 
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吉
野
へ
向
か
わ
れ
る
。
し
か
し
道
中
、
闇
夜
故
、
進
め
ず
に
お
ら
れ
た
。 

光
物
飛
渡
ル
勢
ヒ
ニ
見
ヘ
テ
、
松
明
ノ
如
ク
ナ
ル
光
終
夜
天
ヲ
輝
シ
地
ヲ
照
シ
ケ
ル
間
、
行
路
分
明
ニ
見
ヘ
テ
程
ナ

ク
夜
ノ
曙
ニ
、
大
和
国
賀
名
生
ト
云
所
ヘ
ゾ
落
着
セ
給
ケ
ル
。（
『
太
平
記
』
二
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
年
、
以

上
、
二
二
九
、
三
〇
頁
） 

「
光
物
」
に
よ
っ
て
大
和
国
賀
名
生
に
到
着
し
、「
吉
野
ヘ
臨
幸
ナ
ル
」。⇛

天
皇
の
身
に
起
こ
る
妙
用
「
祖
宗
之
御
蔭
」。 

※
【
第
七
例
】
の
最
後
、
公
城
は
桃
園
天
皇
へ
「
神
聖
之
道
」
（
神
道
）
を
学
ば
れ
、
「
祖
宗
親
授
之
遺
訓
」
を
奉
り
、
清
き
に
努
め

ら
れ
る
間
、
「漢
土
聖
賢
之
千
言
万
語
」
（儒
学
）を
も
反
復
し
、
「聖
徳
」を
以
て
「政
事
之
本
」
を
清
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
。

さ
す
れ
ば
、
皇
祖
も
御
喜
び
に
な
ら
れ
、
道
義
の
乱
れ
た
中
古
を
超
え
て
、
古
と
異
な
る
と
こ
ろ
な
く
、
妙
用
は
降
る
。 

…
公
城
の
現
実
認
識
と
は
、
朝
廷
堕
落
に
よ
る
王
化
不
復
で
あ
っ
た
が
、
『
進
講
筆
記
』
の
記
述
を
見
れ
ば
、
中
古
と
は
彼
ら
に

と
っ
て
そ
の
最
た
る
時
代
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
う
し
た
道
義
の
乱
れ
た
中
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
糺
さ
ん
と
せ
ら
れ
る
君
徳
に
よ
っ
て
、

心
あ
る
者
は
文
臣
、
武
臣
を
問
わ
ず
君
を
慕
い
、
忠
義
を
尽
す
。
か
よ
う
な
君
主
な
れ
ば
こ
そ
、
「
祖
宗
之
御
蔭
」を
常
に
御
受

け
に
な
ら
れ
、
清
い
「政
事
」も
実
現
せ
ら
れ
る
。 

◎
後
醍
醐
天
皇
は
三
種
の
神
器
を
御
自
ら
「
守
護
」
せ
ら
れ
、
正
統
な
る
君
主
と
し
て
の
御
自
覚
に
よ
っ
て
、
御
親
政
と

御
親
祭
、
即
ち
「
祭
政
一
致
」
を
道
義
の
乱
れ
た
中
古
に
於
い
て
、
実
現
せ
ら
れ
た
。
最
後
の
「
陛
下
」
の
記
事
で
あ
る

【
第
七
例
】
に
挙
げ
ら
れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
聖
跡
を
鑑
み
る
に
、
式
部
門
弟
は
「
祭
政
一
致
」
が
真
に
顕
現
せ
ら
れ
た
状

態
を
、
天
皇
に
よ
る
御
親
祭
と
御
親
政
と
観
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。 

⇛

天
皇
の
模
範
と
す
べ
き
君
主
像
が
、
後
醍
醐
天
皇
で
あ
る
事
を
桃
園
天
皇
へ
伝
え
よ
う
と
す
る
。
そ
の
後
醍
醐
天
皇
の

「
祭
政
」
を
天
皇
と
一
体
と
な
っ
て
、
「
守
護
」
し
、
式
部
や
そ
の
門
弟
ら
が
忠
臣
の
模
範
と
し
た
の
が
楠
木
正
成
で
あ

っ
た
一
四

。
彼
ら
は
中
古
以
降
の
国
史
を
顧
み
て
、
君
と
し
て
は
後
醍
醐
天
皇
、
臣
と
し
て
は
楠
木
正
成
を
理
想
的
君
臣

像
の
模
範
と
し
て
仰
ぎ
、
後
醍
醐
天
皇
と
楠
公
の
如
く
、「
君
臣
合
体
」
す
る
事
を
理
想
的
君
臣
関
係
と
し
た
事
が
考
え

ら
れ
る
一
五

。 

…
式
部
門
弟
に
と
っ
て
真
に
「
祭
政
一
致
」
が
顕
現
し
、
皇
化
し
た
状
態
こ
そ
、
瓊
瓊
杵
尊
（「
西
国
降
臨
」）、
神
武
天

皇
（
「
旧
都
再
興
」）
一
六

、
後
醍
醐
天
皇
（「
建
武
中
興
」）
の
如
く
、
一
君
万
民
の
状
態
。 

◎
『
進
講
筆
記
』
の
「
陛
下
」
か
ら
見
え
る
『
日
本
書
紀
』
御
進
講
の
要
諦 

①
『
日
本
書
紀
』
か
ら
、
皇
祖
以
来
の
教
え
を
仰
ぎ
（【
第
三
例
】「
祖
宗
留
宅
之
霊
示
諭
、
代
々
皇
孫
之
親
鑑
」、【
第
六

例
】「
祖
宗
親
授
之
遺
意
」
、【
第
七
例
】「
祖
宗
親
授
之
遺
訓
」
）、 

②
君
徳
を
備
え
ら
れ
（【
第
一
例
】「
薫
陶
其
徳
性
涵
養
其
玉
体
」
、【
第
二
例
】「
体
君
師
之
化
」
、【
第
七
例
】「
聖
徳
」
）、 

③
「
百
姓
ノ
為
」（【
第
一
例
】「
万
邦
生
霊
之
至
願
」
、【
第
二
例
】「
真
六
合
蒼
生
之
幸
」
、【
第
五
例
】「
実
六
合
生
民
之
幸
」
）

に
天
皇
は
「
君
臣
合
体
」
し
、「
祭
政
」
を
担
わ
れ
る
事
で
、
御
責
務
を
果
た
さ
れ
る
。 

『
日
本
書
紀
』
御
進
講
と
は
、
彼
ら
の
「
目
的
」
（
③
）
を
果
す
①
・
②
の
段
階
で
あ
り
、
式
部
門
弟
に
と
っ
て
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

                                         

          

 

一
四 

拙
稿
「
竹
内
式
部
『
奉
公
心
得
書
』
の
成
立
と
受
容
に
つ
い
て
」
参
照
。 

一
五 

抑
々
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
う
し
た
関
係
は
全
く
実
現
不
可
能
な
単
な
る
理
想
で
も
無
か
っ
た
。
嘗
て
式
部
門
弟
は
後
醍
醐

天
皇
の
如
く
、
強
い
君
主
意
識
を
抱
か
れ
な
が
ら
「君
臣
合
体
」し
て
、
朝
威
昂
揚
を
為
さ
ん
と
し
た
御
方
を
目
前
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
御
方
こ
そ
桃
園
天
皇
の
父
帝
桜
町
天
皇
に
他
な
ら
な
い
。
事
実
、
桜
町
天
皇
の
御
側
近
く
仕
え
た
式
部
門
弟

等
は
天
皇
の
影
響
と
式
部
の
学
問
を
受
け
る
事
で
、
桃
園
天
皇
に
対
す
る
奉
公
の
念
を
強
め
て
い
た
（拙
稿
「竹
内
式
部
の
思
想

受
容
と
そ
の
伝
播
―
宝
暦
事
件
の
前
史
と
し
て
―
」『明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』復
刊
五
六
、
令
和
元
年
参
照
）。 

一
六 

垂
加
神
道
の
「
西
国
降
臨
」、「
旧
都
再
興
」
に
関
す
る
神
学
は
西
岡
和
彦
「
神
武
創
業
の
精
神
と
垂
加
神
道
―
君
臣

合
体
守
中
之
道
―
」（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
『
近
代
の
神
道
と
社
会
』
弘
文
堂
、
令
和
二
年
所
収
）、

ま
た
前
掲
「
垂
加
神
道
流
天
孫
降
臨
考
」
を
参
照
。
垂
加
神
道
の
神
学
に
於
い
て
は
、「
天
孫
降
臨
」
と
は
大
和
国
（
高

天
原
）
か
ら
日
向
へ
の
「
西
国
降
臨
」
で
あ
り
、「
神
武
創
業
」
と
は
、
大
和
に
向
か
わ
れ
、「
旧
都
再
興
」
を
為
し
た
と

す
る
。 
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お
わ
り
に 

竹
内
式
部
の
高
弟
徳
大
寺
公
城
が
桃
園
天
皇
へ
の
求
め
に
応
じ
て
編
ま
れ
た
『
進
講
筆
記
』
に
は
、
師
で
あ
る
式
部
の

教
え
と
共
に
、
編
纂
者
の
公
城
が
詳
し
く
註
解
を
附
し
て
い
た
。 

同
書
は
玉
木
正
英
ら
先
学
の
説
に
依
拠
し
て
、『
日
本
書
紀
』
を
論
じ
て
い
る
が
、
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
竹
内
式

部
が
垂
加
神
道
の
最
奥
秘
伝
の
一
つ
、
「
三
種
神
宝
之
伝
」
に
見
え
る
「
玉
矛
自
従
」
の
「
自
」
を
「
み
ず
か
ら
」
と
読

ま
せ
た
事
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
窺
え
る
式
部
の
天
皇
観
と
は
、
楽
観
的
に
天
皇
の
御
位
が
常
に
保
証
さ
れ
る
も
の
と
は

考
え
ず
、
三
種
の
神
器
に
備
わ
る
君
徳
を
天
皇
御
自
ら
「
守
護
」
せ
ら
れ
、
君
と
し
て
の
御
責
務
を
果
た
し
て
い
た
だ
く

事
を
望
む
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
臣
も
身
を
挺
し
て
「
正
統
ノ
君
」
を
「
守
護
」
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
式
部
が
「
三

種
神
宝
之
伝
」
に
於
い
て
、「
君
臣
合
体
」
の
神
学
を
強
調
し
た
事
が
分
か
る
。 

か
よ
う
な
師
の
講
説
に
加
え
て
施
さ
れ
た
徳
大
寺
公
城
の
註
解
に
は
、
「
陛
下
」
の
記
述
七
例
が
見
え
、
御
進
講
の
要

諦
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
た
。 

式
部
門
弟
は
中
古
以
降
、
朝
廷
の
失
徳
に
よ
り
、
国
が
乱
れ
た
結
果
、
武
臣
よ
り
「
政
」
が
発
す
る
状
態
を
歎
く
。
彼

ら
は
乱
れ
た
「
祭
政
」
と
君
臣
関
係
を
糺
す
為
に
先
ず
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
、
天
皇
が
皇
祖
以
来
の
教
え
を
仰
ぐ
事
を

急
務
と
し
た
。
そ
の
為
に
、『
日
本
書
紀
』
を
学
ば
れ
て
、
君
徳
を
涵
養
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
御
徳
を
自
ら
「
守
護
」

す
る
事
に
努
め
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
天
皇
は
君
徳
を
「
守
護
」し
て
、
「
百
姓
ノ
為
」に
「祭
政
」を
担
わ

れ
、
国
を
統
治
さ
れ
る
事
が
御
責
務
だ
か
ら
で
あ
る
。
臣
は
そ
の
御
蔭
に
報
恩
す
べ
く
、
天
皇
を
「
守
護
」
し
、「
祭
政
」
を

御
支
え
す
る
。
か
く
の
如
く
、「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
に
努
め
る
事
で
、「
祭
政
一
致
」
の
理
念
は
護
持
さ
れ
よ
う
。
式

部
門
弟
ら
も
ま
た
、
師
の
強
調
す
る
神
学
を
「
陛
下
」
の
記
事
で
説
い
て
い
た
。 

か
よ
う
な
理
想
的
な
君
臣
関
係
を
実
現
せ
ら
れ
、
彼
ら
が
理
想
的
な
君
臣
像
と
し
た
の
が
後
醍
醐
天
皇
と
楠
木
正
成
で

あ
る
。
彼
ら
は
道
義
の
乱
れ
た
中
古
以
降
の
国
史
を
顧
み
た
上
で
、
後
醍
醐
天
皇
と
楠
公
の
如
く
、
「
君
臣
合
体
」
す
る

事
を
理
想
的
君
臣
関
係
と
し
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
式
部
門
弟
は
模
範
と
す
べ
き
天
皇
像
と
し
て
、
後
醍
醐

天
皇
を
挙
げ
、
桃
園
天
皇
へ
伝
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

か
く
見
れ
ば
、
式
部
門
弟
に
と
っ
て
、
「
祭
政
一
致
」
が
顕
現
し
、
皇
化
し
た
状
態
（
「
西
国
降
臨
」
、
「
旧
都
再
興
」、

「
建
武
中
興
」
）
こ
そ
が
、
武
臣
た
る
幕
府
が
分
を
越
え
る
余
地
の
な
い
、
一
君
万
民
の
状
態
に
し
て
、
理
想
的
治
世
で

あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
ま
た
、
天
皇
は
そ
の
様
に
国
を
治
め
る
事
が
御
責
務
で
あ
る
。
即
ち
、
式
部
門
弟
に
と
っ
て
、
天

皇
が
君
と
し
て
の
御
責
務
を
果
さ
れ
る
事
こ
そ
、
御
進
講
の
「
目
的
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
「
目
的
」
を
果
す
た
め
に
、

『
日
本
書
紀
』
の
御
修
学
（
君
徳
涵
養
）
は
必
須
で
あ
っ
た
。 

然
ら
ば
、
今
後
は
彼
ら
が
天
皇
へ
伝
え
ん
と
し
た
内
容
、
ま
た
竹
内
式
部
の
思
想
を
踏
ま
え
、
公
家
門
弟
に
よ
っ
て
如

何
に
式
部
の
説
い
た
学
問
が
現
実
で
発
揮
さ
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
彼
ら
の
「
目
的
」
が
成
り
難
き
状
況
を
作
り
出
す
当
時

の
朝
廷
に
対
し
、
如
何
な
る
認
識
を
抱
い
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
か
よ
う
な
御

進
講
に
対
し
、
桃
園
天
皇
は
如
何
な
る
御
反
応
を
見
せ
た
の
か
、
朝
廷
社
会
の
動
向
と
複
合
的
に
検
討
す
る
事
で
、
宝
暦

事
件
の
実
態
に
迫
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
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◎
添
付
資
料
（
傍
線
、
太
字
は
発
表
者
） 

 

【
第
一
例
】
稿
二
・
神
代
上
第
四
段
第
五
の
一
書 

臣
逼
々
死
罪
伏
惟
。〔
平
出
〕
陛
下
春
秋
鼎
盛
願
御

節
飲
食
省
女
桑
夙
興
宵
寝
勤
於
万
機
須
曳
不
怠
。
…
而
講
明
神
聖

之
遺
書
以
求
彼
礼
楽
之
緒
。
以
薫
陶
其
徳
性
涵
養
其
玉
体
焉
。
則
実
万
邦
生
霊
之
至
願幸
也
。 

 

【
第
二
例
】
稿
二
・
神
代
上
第
五
段
第
十
一
の
一
書 

伏
願
〔
平
出
〕
陛
下
万
機
之
暇
省
察
於
此
学
備
体
君
師
之
化
。
豈
唯
朝
廷
之
幸
。
真
六
合
蒼
生
之
幸
也
。 

 

【
第
三
例
】
稿
三
・
神
代
上
第
六
段
第
三
の
一
書 

祖
宗
留
宅
之
霊
示
諭
。
代
々
皇
孫
之
親
鑑
而
其
親
切
痛
教
之
味
。
伏
願
陛
下
深
垂
聖
察
焉
。 

 

【
第
四
例
】
稿
三
・
神
代
下
第
九
段
第
一
の
一
書
（
天
孫
降
臨
） 

而
姦
邪
易
窺
隙
小
人
竊
柄
。
是
之
亦
所
謂
合
体
守
中
之
道
哉
。
中
古
以
降
神
道
廃
○而
異
端
興
。
其
従
陪
侍
于
至
尊
遂

脱
廃
之
後
必
為
仏
家
之
子
弟
。
以
称
法
皇
国
首
。
釈
衣
以
為
常
例
。
嗟
呼
使
釈
徒
貴
於
我
神
人
於
復
学
之
不
講
道
不

行
。
如
此
之
甚
猶
何
咎
強
臣
武
人
無
蔑
朝
憲
者
。
臣
死
罪
伏
惟
。
〔
平
出
〕
陛
下
聡
明
之
資
深
考
此
之
蔽
大
明
神
聖

之
道
崇
其
名
教
以
澄
政
事
之
源
。
乃
彼
合
体
守
中
之
治
神
明
冥
加
之
福
。
臣
逼
ゝ
旦
暮
不
堪
犬
馬
之
祈
願
焉
。 

 

【
第
五
例
】
稿
三
・
神
代
下
第
九
段
第
一
の
一
書
（
天
壌
無
窮
の
神
勅
） 

敢
犯
万
死
伏
惟
。
祈
願
〔
平
出
〕
陛
下
一
明
此
道
復
□

読
メ
ズ

古
授
受
之
義

○

而
与
道
共

顕
示
玉
体
之
尊
於
天
下
万
邦
。
若
□

読
メ
ズ

一
復
則
豈
○唯
愚
臣
之
幸
。
実
六
合
生
民
之
幸
也
。 

 

【
第
六
例
】
稿
三
・
神
代
下
第
九
段
第
二
の
一
書
（
神
籬
磐
境
の
神
勅
） 

臣
復
謹
按
。
神
籬
者
臣
道
之
極
地
人
心
之
全
徳
。
不
盡
之
則
非
臣
也
。
不
盡
之
則
非
人
也
。
…
而
持
其
心
法
。
留
宅

其
神
霊
者
是
神
籬
磐
境
之
道
也
。
又
致
知
存
養
克
己
之
事
其
詳
見
宋
儒
朱
熹
之
近
思
録
之
書
。
伏
願
〔
平
出
〕
陛
下

講
義
祖
宗
之
遺
典
之
際
覧
四
書
六
経
之
暇
省
視
彼
書
則
於
我
神
霊
所
伝
之
教
訓
祖
宗
親
授
之
遺
意
廉
乎
。
有
補
其
一

二
之 

 

聖
察
云
尓
。 

 

【
第
七
例
】
稿
三
・
神
代
下
第
九
段
第
五
の
一
書 

猶
当
其
困
厄
之
際
一
思心

斉
思
戴
祖
宗
之
御
蔭
則
有
妙
用
之
不
測
。
如
後
醍
醐
天
皇
潜
幸
于
伯
耆
。
賊
船
追
之
急
也
。

急
然
大
風
漂
蕩
賊
船
天
皇
遂
得
潜
幸
于
伯
州
。
又
潜
幸
于
加
名
生
野
闇
夜
失
道
。
賊
徒
急
迫
亦
有
大
霊
光
而
賊
兵
僻

易
。
車
駕
得
安
幸
于
吉
野
是
也
。
然
則
一
思心
祖
宗
之
御
蔭
其
妙
用
有
不
可
測
者
。
嗟
呼
後
王
之
叡
旨
不
純
哉
。
何
妙

用
之
不
新
焉
。
臣
死
罪
伏
惟
。
〔
平
出
〕
陛
下
以
聡
明
之
資
一
明
神
聖
之
道
以
奉
祖
宗
親
授
之
遺
訓
又
清
懋
之
暇
反

復
漢
土
聖
賢
之
千
言
万
語
而
報
興
〔
平
出
〕
聖
徳
。
以
清
政
事
之
本
則 

 

神
祖
留
宅
之
霊
欣
。
然
降
不
測
日
新
之

妙
用
焉者
以
無
古
今
之
異
也
。 


